













































































































































































































ｂ釦 ＣAＩ AＩ ＡＩ
Ｉ「ｌ「Ⅱ
ｒⅡ
Ｃａ Ｃａ Cａ
d
springAI
r
overJaParAI
ｅ
ｓｕｍｍｅｒ ＡＩ
（
Ｃ Ｃａ Ｃａ
Figure4RelativeweightratiosofA1,sandCafOrmineralparticlescollected(a)３－５kmabovesea
leveloverDunhuangonMarch24,2003,(b)S-7kmabovesealeveloverDunhuangonMarch24,
2003,(c)３－５kmabovesealeveloverDunhuangonAugust29,(c)nearthesurfaceatmosphereat
DunhuangonApril29,2002,（e)nearthesurfaceatmosphereatDunhuang,ａｎｄ(f）intheffee
troposphereoverJapan．
-437-
学位論文審査結果の要旨
平成１８年１月２６曰の第１回審査委員会で予備的な審査を行い審査方針を決定したｂ同年２月２曰に最
終発表を行い、引き続き第２回審査委員会を開いて以下の結論を得た。
本論文は、タクラマカン砂漠上空（自由大気圏高度）の大気エアロゾルの混合状態を明らかにし、それに
基づき「黄砂粒子への硫黄化合物の沈着が長距離輸送途中で生じている」こと、及び「タクラマカン砂漠が
バックグランド黄砂の有力な発生源である」ことを示した。
地球環境問題が社会的にも学問的にも大きな関心事となって以来、黄砂の変質過程の解明、東アジア西太
平洋域での硫黄や窒素の生物地球化学的循環の解明、地球温暖化予測の精度向上などのために、「黄砂発生
源の上空における黄砂粒子の混合状態」に関する知見は必須のものとみなされてきた。しかし、黄砂発生源
地域の上空での観測は、技術的難度が高く、長い間、実証的研究が皆無であった。申請者は、気球搭載型の
大気エアロゾル採集装置を開発（気球切り離し装置部分を担当）し、その成果をもとに中国の敦煙などで現
地観測を行った。現地の自由大気圏で採集した試料の分析に基づく上記の結果は、関係分野で長い間待たれ
ていたものであり、気象学や大気環境学の発展に大きな貢献をした。したがって、論文は博士（理学）を授
与するに充分値するものと認められた。
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